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株式会社ナノルクス 



光照射	
　レーザー光	
　800nm〜1000nm	

受光	
　反射光を受光	
　Siフォトダイオード	

特許技術で	
解析	

検証のため採血	

y	=	0.0903x	+	2.0155	
r	=	0.702	
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CM/VLDL-TG	

HPLCで大型リポ蛋白を分離し	
中性脂肪を計測	

技術課題をクリア	
　・水の吸収でスペクトル計測困難	
　・血中の血清成分変化の検出困難	
　・血清に対し血球の吸光度が約4000倍	

測定結果	

メディカルフォトニクス株式会社

◆ウェアラブルデバイス開発中！◆技術概要

写真は試作１号機。さらに小型化に向け、
改良中。

採血不要の血液検査 〜非侵襲脂質計測器〜

◆どこでも簡単健康管理！

スマートフォン、タブレット端末の利用で、
家庭でも気軽に健康管理。（開発中）

連絡先：札幌市北区北２１条西１２丁目２−３１０
TEL:011-700-0202 

e-mail: iinaga@med-photo.jp
担 当: 代表取締役 飯永 一也

二次予防	
（再発防止）	

健常者	
メタボリック	
　　　　シンドローム	

動脈硬化性	
　　　　　疾患	

→動脈硬化	

既存ウェアラブルデバイス	

食品評価・栄養指導	

動機付け支援	/	積極的支援	

・ライセンス契約	

・食品会社　提携	/	販売	

・特定保健指導施設　提携	/	販売	
　（医療機器承認後）	

予後モニター	

・虚血性心疾患	
・脳梗塞	



・保険収載ターゲット	

〜2018年度	 2019〜2020年度	 2021年度〜	

医療機器承認	 保険収載	

・研究者向け販売	
　動脈硬化等	
　栄養学	
　食品会社	
・一般向け（ライセンス）	

・特定保健指導対応施設	
・健保組合	
（・一般販売のプロモーション支援）	

・医療機関販売	

◆事業展開と開発スケジュール
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メディカルフォトニクス株式会社 



3 

株式会社 京都マイクロシステムズ 
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株式会社細胞応用技術研究所 



Copyright @ 2016 M’s Creation Co., Ltd. All Right Reserved.

■競合比較

2

■ビジネスモデル

■ロードマップ

■本技術の応用例

本技術は、咀嚼回数等を計測することにも応用可能である。「よく噛むこと」
は、生活習慣病や認知症の予防等に効果があるとされており、下記の様な
サービスへの応用や展開も可能であると考えている。

• 脳の活性化による認知症予防サービス
• 正しい噛み方を身に付けるための食育サービス
• 食習慣改善によるダイエット、生活習慣病予防サービス

さらに、利用者の瞬きを検知することで、居眠り検知やドライアイ予防等にも
活用できる可能性がある。

本製品は、主な意思伝達装置向けのスイッチ（接点式、筋電式/圧電素子
式、光電式等）と比較して、機能的に十分な優位性を持っている。また、視線
入力システムは急激な低価格化が進んでおり、強力な競合となると考えられ
るが、利用に専門的な知識や高度なITスキルが不要である点で本製品に優
位性がある。

本事業において、EMS業者に製造を委託した製品を、ECサイトを通じて顧
客に販売することで主な収益を確保し、さらにスキルに不安のある顧客に対
して、感度調整等の遠隔サポートを有償提供することで、継続的な収益確保
を狙う。また、ほとんどの利用
者が医療機関や支援団
体からの紹介で実際に
スイッチを試用して購入
しているため、それらを
通じた製品プロモーショ
ン、及び、試用品を提供
することで販売を加速す
る。

■チーム構成■顧客への価値提供

製品開発と量産を行うための資金援助、及び、医療/福祉機器
開発の分野で豊富な経験を持つパートナーを求めています。

「未来2016」二次審査会（2016/02/12）Non-Confidential Abstract 『目や口の動きによる機器制御』 – M’s Creation –

我々の製品は、眼鏡と同様の形状であり、装着が容易で大きなズレも発生
し難い。ALSでは、目の動きに必要な筋肉は最後まで侵されにくいため、症状
の進行にかかわらず長期間利用することが可能である。さらに、スマートフォ
ンアプリ等を通じてセンサー感度を最適化することで、調整に掛かる手間を最
小化する。

これらにより、上肢障碍者やそのご家族、支援者のニーズを満たし、切実な
課題を解決する。更に、これまでは難しかった外出先への意思伝達装置の持
ち出しといった新しい価値を提供することができる。

『目や口の動きによる機器制御』
M’s Creation（松浦 康之、西本匡志、永原昭彦）

代表連絡先：matsuura@ms-cre.co.jp

■製品概要

こめかみ付近に手を当てた状態で瞼や口を動かすと、顔の筋肉に連動して皮膚
が動いていることがわかる。本技術は、こめかみ付近に取り付けた光学センサー
により、この動きをセンサーとの距離変化として計測することによって、目や口の
動き（まばたき、口の開閉、咀嚼等）を認識する。

■ターゲット市場

■技術概要

■市場ニーズと製品特徴

1

Illustration BY creative_alys - Beautiful Business Icons / Adapted.

• 試作機による技術検証（POC）完了
• まばたき、口の開閉、咀嚼等を認識する基本アルゴリズムの開発完了
• 実証実験に向けた新たな試作機の検討中（取り付け、及び、調整機構等）

■開発状況

ALSなどの進行性筋萎縮性疾患（進行性筋ジストロフィー症等）、脳性まひ、脊
髄損傷、脳神経疾患（多発性硬化症、パーキンソン病等）などが原因で、コミュニ
ケーションに障害を抱える重度上肢障碍者を最初のターゲット市場とする。

一方、メガネ型端末の業務
利用で最も必要とされている
のは「両手が自由に使えるこ
と」であり、マニュアルを確認
しながらの高所作業、空港で
の機体整備、医療現場など
での活用が見込まれる。従っ
て、業務用ウェアラブル端末
向けのハンズフリー操作装
置をその次のターゲットとな
る。

■要約

筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者をはじめとする重度の上肢障碍者にとって、自
分の意思を伝えることは非常に切実な課題である。我々は、眼鏡の様に装着する
ことで、目や口の動きを捉えて機器を制御する装置により、この課題を解決する。

顧客は、「眼鏡の様にかけるだけで細かな調整が必要ない」、「非接触のため身
体的な負荷が少ない」、「ALSで最後に残る目の動きを利用するため、症状が進
行しても長期間利用できる」という理由で、我々の製品を利用する。さらに、登録
済特許による参入障壁を活用することで、ビジネスを優位に展開することができ
る。

装着イメージ

『目や口の動きで機器を制御するスイッチ』

「未来2016」二次審査会（2016/02/12）Non-Confidential Abstract

顧客ニーズ＆課題 製品の特徴

※ニーズや課題調査のため、ALS患者、ご家族、支援者、研究者、計11名に、ご協力頂きました。

患者への身体的な負荷が大きい
- 接触による肌の痒みやかぶれ
- 特定部位の酷使による疲労や痛み

スイッチの設定や調整が難しい
- 患者・介護者への技術支援不足
- 適切な位置への取り付けが必要

症状の進行による頻繁なスイッチ交換
- 費用負担と操作手順の覚え直し
- 操作できなくなることへの不安と恐怖

接触が少なく、装着が簡単
- メガネの様に掛けるだけ
- スマホアプリなどで自動感度調整

目の周辺の動きを捉える
- こめかみ周辺の僅かな動きを検知
- まぶた、額、口を動かすことで操作

症状が進行しても利用可能
- ALSの末期段階でも利用可能
- 交換費用や操作の覚え直しも不要
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 課題に対する当社の解決策

• 脊髄損傷の再生医療においては移植された神

経幹細胞がオリゴデンドロサイトへ分化し、損

傷を受けた髄鞘を再形成し、その効力を示すと

考えられている。当社はオリゴデンドロサイト

への分化能に優れた新規ヒト神経幹細胞の発

明（日米特許取得済）により、競合他社より高

い治療効果をあげる事を目指している。

• 今後は新規ヒト神経幹細胞の大量培養方法

（日米特許取得済）を臨床で使用可能な品質

にして、臨床で必要な量の細胞を安定的に供

給できる体制を構築する。

 当社の新規ヒト神経幹細胞の特色

• 脊髄損傷の治療に必要なオリゴデンドロサイト

へ分化する効率が他社の５倍以上高い（他社

の細胞が＜２０％なのに対し＞９９％）

• 脊髄損傷において断裂した神経軸索の再延長

効果があると報告されているポリシアル酸

(PSA)をその細胞表面に発現しており、軸索再

延長効果も期待出来る

 事業戦略上のポイント

• 臨床治験の優先順位付け：脊髄損傷の臨床治

験開始は、少人数の対象で早期に臨床治験に

入れると考えられる先天性白質形成不全症の

後とする

• 収益性・原価：予測される患者一人当たりの薬

価（１００−２００万円）に対し、原価１０万円以下

で製造可能と試算され、９０％以上の粗利益率

を見込んでいる

• 提供方法：慢性期患者を治療対象として、提携

した病院に製品を直接提供する

• 成功のカギ：2014年11月に導入された再生医

療における条件付き承認制度を利用し、第３

相臨床治験から製品販売により収益を上げな

がら臨床治験を進める

• グローバル展開：日本の次は、競合他社が

入ってきていない地域、特にアジアを中心にグ

ローバル展開を行う予定である

• 創薬への応用展開：現在の研究の進展と市場

の大きさから、多発性硬化症に対する抗体医

薬品の開発を優先し、細胞医薬品開発と同時

並行で進めて行く

 運営体制

• 現在は代表取締役兼社長の城戸常雄がCEO

とCTOの役割を兼任している。CTO候補と

COO候補との面談を進め、役割分担を行って

いく。

 ロードマップ及び出口戦略

• 2016年に臨床治験に使用するための細胞製

造法を確立する

• 2017年のシリーズA投資で細胞製造・安全性

試験を、2018年のシリーズB投資で臨床治験を

開始する

• 2020年には新規株式公開（IPO）を行い、グ

ローバルに臨床治験を進めていくための資金

を調達する

 解決すべき課題

• 多くの中枢神経疾患においては有効な治療法が

なく、新しい治療法の開発が必要である

• 当社のメインターゲットである脊髄損傷においても

現在有効な治療法はなく、患者の多くは車椅子生

活や寝たきりの生活を強いられている

• また平均生存期間が正常人とほとんど変わらず、

罹病期間が長いため、医療費が高額となる

• 長期入院が出来ないため自宅療養せざるおえな

く、介護のための家族の負担が非常に大きい。そ

のため、患者のQOL改善が切望されている。

 ターゲット市場、規模

• 市場とその規模を示した下図の上４疾患は欧米

で既に臨床治験が行われており、当社は当初先

天性白質形成不全症を、その後脊髄損傷をメイン

ターゲットとして臨床治験の準備を進めていく

事業プラン名：新規ヒト神経幹細胞を用いた細胞医薬品の開発
代表者： 城戸 常雄 （株式会社オリゴジェン 代表取締役兼社長）
協力メンバー： 佐藤 孝明 （島津製作所フェロー・基盤技術研究所・ライフサイエンス研究所

所長、筑波大学グロ−バル教育院 教授）
協力メンバー： 藤渕 航 ［京都大学iPS細胞研究所（CiRA） 教授］
協力メンバー： 近藤 洋一 （岡山大学 准教授／本年4月より大阪医科大学 教授就任予定）
連絡先： tkido@oligogen.jp

 発明者：城戸常雄、出願人：城戸常雄

 米国 US8993320 B2 （2015年3月31日）

 日本 特許第5649745号（2014年11月21日）

 モンゴル 特許番号4038 （2013年7月17日）

 ヨーロッパ、アジアを含め、他６２カ国に申請中

知財：細胞とその培養法についての特許

事業戦略エグゼクティブサマリー解決すべき課題、対象市場、規模

対象疾患の市場規模	

患者数	
（日本）	

患者数	
（米国）	

市場規模	
（日米欧）	

慢性脊髄損傷	 １０万人	 ４０万人	 １００億ドル
（推定）	

先天性白質形成
不全症	

２３０人	 ８００人	 ２千万ドル
（推定）	

筋萎縮性側索硬
化症	

８５００人	 ３万人	 １０億ドル
（推定）	

加齢黄斑変性	 ６９万人	 ６４万人	 ２００億ドル	

多発性硬化症	 ５千人	 ４０万人	 １２０億ドル	

アルツハイマー病	 １３０万人	 ５００万人	 ７０億ドル	
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競
合
他
社

既

欧
米

治
験
中	

メインターゲット	

Feb.	9,	2016	

全体の要約：脊髄損傷に対して有効性を証明された

薬剤はない。現在最も期待されているのは神経幹細

胞やオリゴデンドロサイト前駆細胞を用いた細胞移

植で、欧米では臨床治験がなされている

ヒト神経幹細胞における競合動向

• StemCells, Inc.はスイスで脊髄損傷に対する第１

相臨床治験を終了し、米国でも第１相臨床治験

を開始した

• Neuralstem, Inc.は米国で筋萎縮性側索硬化症

の第１相臨床治験を終了し、昨年脊髄損傷に対

する第１相臨床治験を開始した

ヒト胚性幹（ES）細胞由来細胞における競合動向

• Geron Corp.が米国でヒトES細胞由来オリゴデン

ドロサイト前駆細胞を用いて脊髄損傷に対する

第１相臨床治験を行ったが、その後BioTime社に

すべての権利が売却されている

ヒトiPS細胞由来オリゴデンドロサイト前駆細胞に

おける競合動向

• 米国ロチェスター大学のDr. Steven Goldmanの

グループが臨床治験の準備を行っている

ヒトiPS細胞由来神経幹細胞における競合動向

• 慶應義塾大学の岡野教授のグループが2018年

を目標に臨床研究の準備を行っている

競合および代替手段の状況

 世界的には体性幹細胞を用いた再生医療が主流

である

 ヒト胚性幹細胞を用いた臨床治験は世界でもまだ

第１相臨床治験が２つのみ

 ヒトiPS細胞を用いた臨床研究は日本で始まった

ばかりである。臨床治験を行うまでには安全性、

製造及び品質管理、高コスト、臨床用細胞バンク

の製造など解決すべき課題が多く、商業化までに

はかなりの時間がかかると考えられる

共同研究　　　　　　　　　　研究協力	
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小坂仁教授	
（自治医科大学）　	

井上健室長	
（国立精神・神経医
療研究センター）	

本間陽一博士	
（ロート製薬京都リ

サーチビレッジ所長）	

Dr.	John	McDonald,	
III.,	M.D.,	Ph.D.	
ジョンズホプキンス医
科大学	

下濱俊教授	
（札幌医科大学）	

松井真教授	
（金沢医科大学）	

セミ ナーのお知らせ 

Strategies for Myelin Repair

場所 基礎研究棟１Ｆ  大学院セミ ナー室 

日時 2013年12月19日（木）17:00 ‒ 18:30 

連絡先： 松井 秀樹　 （ 細胞生理学分野）  
（ tel： 235-7105, e-mail：  

 

1  ITP  

(globoid cell leukodystrophy) 

 

近藤洋一准教授	
（岡山大学）	

藤渕航教授	
（京都大学iPS細胞研究所）	

細胞製造の最適化
及び品質管理等	

先天性白質形成不全症	 脊髄損傷	

眼関連疾患	 アルツハイマー病	 多発性硬化症	

佐藤孝明教授	
（島津製作所、筑波大学）	

蛋白	

遺伝子	

細胞機能	

Feb.	9,	2016	

再生医療製品の開発計画	

安全性
試験	

Pre-

IND	

細胞
バンク
製造	

橋渡し研究	 前臨床	 臨床治験	

2015	 2016	 2017	

シリーズB投資　2０億円	

第１相臨
床治験 

薬事
関連	

IND	

2018	

シリーズA投資　５億円　	

マスター
細胞バ

ンク製造	

安全性試験	
第１相臨床

治験	
IND	脊髄損傷	

動物
試験	

2019	

先天性白質
形成不全症	

2020	

IPO	

第２相臨
床治験	
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自己資金 
250万円〜	

SUI　35百万円	

Feb.	9,	2016	

（株）オリゴ
ジェン設立	

Draw	from	www.centrodeaccidentes.com	

Ø 年約５千人の新規患者（日本）	

Ø ２０代の患者が多い	

Ø 平均生存期間は正常人と同程度	

Ø 約１０万人の慢性期患者（日本）	

Ø 患者の約半数は完全麻痺	

Ø 生涯コスト（完全麻痺の場合）	

Ø ２億円（両下肢麻痺の患者）	

Ø ６億円（四肢麻痺の患者）	

Ø 現在有効な治療法はない	

アンメットメディカルニーズ 
- 慢性脊髄損傷に対する再生医療 -	

Copyright	2016	by	Oligogen	Corp.	 3	Feb.	9,	2016	

研究開発動向、薬事関連動向など

Barnett SC and Riddell JS (2007) Nat Clin Pract Neurol 3: 152–161の図を一部改変	

神経軸索の脱髄を改善	

軸索の再延長を促進	

神経幹細胞
の移植	

神経軸索の脱髄	

神経軸索の断裂	

嚢胞形成	

オリゴデンドロサイトに分
化して髄鞘を再形成	
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事業名：糖尿病を未然に防ぐ、簡易で制度の高い足裏検査システム
（日本医療研究開発機構の平成２７年度医工連携事業化推進の採択を受ける）

代表者：㈱飛鳥電機製作所 代表取締役 吉村眞一
連絡先：電話番号 06-6353-1906    E-mail: s.yoshimura@asuka-denki.jp

協力メンバー：大阪市立大学医学部 医学研究科 絵本 正則
昭和大学 保健医療学部 佐藤 満

■開発の背景
現在臨床の場で用いられるモノフィラメント触覚計は、専門性が必要で簡便さがなく、使いづらい

また調剤薬局などで認められている測定方法があるが、針を刺すため、痛みや感染症の危険性
があるため、あまり普及していない。

■技術概要
・糖尿病の合併症のうち、いち早く出現する足の神経障害に着目し、非侵襲で痛くなく、

安全性の高い検査装置を、独自技術（ズレ刺激）を用いて実現。
・使用に対して専門性を必要としない。
・特許：中国、インド、ロシア、アメリカ、EU、香港、日本へ申請と同時に審査請求済み。

■攻略市場
①医療機関での利用

医療行為として、医師らによる健康保険での検査利用
②施設での健康チェック

高齢者施設やフィットネスクラブ、企業の健康保険組合
地方自治体等

③個人利用
家庭での生活習慣病などを含めた健康管理

装置イメージ

メディカルヘルスケア 12

足底感覚検査装置の試作機（製品版）

接触子（検査刺激提示部）

小型
モータ

精密ボールねじ
ミニチュア
リニアガイド

測定部位の例

母趾球

小趾球

踵

前後

□10 ㎜

接触子

3

・足裏の任意の計測部位に刺激。
・刺激の速度変位量は任意に設定可能。

・立位・座位の両姿勢にて計測可能。
・左右については足を載せ替えて行う。
・検査部本体寸法 W500×D500×H75mm

・接触子可動範囲5μm~2mm

・接触子移動速度 1mm/s~90mm/s

・駆動方向（１軸）前後
・繰り返し精度 ±5μm

装置販売による収益モデル サービス提供による収益モデル

１、クラウドコンピューティングシステムを構築し、
種々のサービスを提供

２、種々のサービス提供により安定した収益を得る。
３、生活習慣病の予防に貢献

ビジネスモデル ・・・初期投資資金を必要としています
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PlugAir Key 
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昨今、マネーロンタ  ン 対策関連の各種規制への遵守が、今や世界の
金融機関に大きな影響をもたらしています。中でも金融の入口であるKYC
（※）業務は、非常に重要でありながらも未だ各企業が”個別に”、
“同様の業務”を行っているという問題が存在しています。この点、当社

は共有のデータベースと、シェア ン エコノミーの仕組みの実現でこ
の問題を解決します。
※「KYC」とは、Know Your Customerの略で、金融機関に新規口座を開く際の書類手続き等

ソラミツ株式会社

会社名：ソラミツ株式会社

役員：取締役会長松田一敬、共同代表取締役武宮誠 / 岡田隆

住所：〒106-0044 東京都港区東麻布1-7-3第二渡邊ビル7F

TELL：03-5843-8914

Mail：info@soramitsu.co.jp

金融機関向けKYCのシェア ン エコノミーサービス

「新ITインフラ」ブロックチェーン技術の中でも、当社共同代表武宮
らが2年間開発してきた独自のブロックチェーン技術「NEM」を利用

することで、ゼロダウンタイム、非改ざん性、機密性、複数署名など
の機能を低コストで実現します。
※ 2015年3月一般公開されたオープンソースプロジェクト

初期 継続 ＋新たな価値

《金融機関のメ ット》

低コストでかつ、高い
セキュ ティシステム

コストダウンと
新たな収益機会

個人情報の更新・共有

Ex.とれなかった更新情報がとれる
ブラック スト共有で最適化

（注）各種商標・ロゴは権利所有者、またはその関連会社の商標です。

2016年“春”実証実験
金融機関パートナー募集中

Ex.情報登録企業は、権利者とし
て、他社から利用料を収受する

Ex.公開鍵暗号・電子署名など

※ 情報登録企業は、権利者として、情報利用企
業（他社）から利用料を収受できる
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ロボットOS「RTミドルウェア」
チーム・ケレタオ：安藤 慶昭, Geoffrey Biggs, 工藤 泰彦

ロボットビジネスの課題

リアルタイム，組み込み，分散システム，etc.

多様・複雑な機能，柔軟なシステムが必要

高度なプログラミングスキル

開発期間・工数の増大

コストがかかる

中小企業には手が出しづらい

RTミドルウェアが解決

音声合成
ンポーネントコ

カメラ
ンポーネントコ

力センサ
ンポーネントコ

アクチュエータ
ンポーネントコ

アクチュエータ
ンポーネントコ

レーサレンジ
ァインダ

ンポーネント
フ

コ

アーム
ンポーネントコ

サービスロボット

認識・対話
ンポーネントコ

移動台車
ンポーネントコ

• ﾘｱﾙﾀｲﾑ・分散システムを容易に構築可能
• オープンソースで配布中
• OMG国際標準準拠
• 多言語（C++, Python, Java) 対応
• 特許第4910122号(2012/01/27)
• Webページ: http://openrtm.org

RTミドルウェアとは 製品・サービス

• ソフトウェア開発キット
• サポート・保守
• バージョン管理されたリリース
• 導入サポート、教育プログラム
• 技術コンサルテーション

RTC
(Java)

RTC
(C++)

RTM

Windows

RTC
(C++)

RTC
(C++)

RTM

uITRON

RTC
(Python)

RTC
(Java)

RTM

Linux

RTC
(C++)

RTC
(C++)

RTM

VxWorks

RTC
(Python)

RTC
(C++)

RTM

Real-time Linux

RTC
(C++)

アプリケーション 操作デバイス センサ

ロボットA ロボットB
ロボットC

ネットワーク

RTMにより、
ネットワーク上に
分散するRTCを
OS・言語の壁を
越えて接続する
ことができる。

RTC同士の接続
は、プログラム
実行中に動的に
行うことが出来る。

RTC
(C++)

RTC
(C++)

RTM

QNX

モジュール化
フレームワーク

多言語・OS間連携

開発ツール群

開発効率向上

マウイ語で“ロボット”

（A）
講習会・
トレーニ
ング事業

製品製品製品製品製品製品製品製品製品

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
企
業 開発導入 販売 運用

（C）
RTコンポー
ネント実装
受託・販売

事業

（D）

RTM SDK
ランタイムライ

センス
等販売事業

（E）
システムメンテナン
ス・モニタリング等

サービス事業

（B）
実装コンサル
・サポート

事業

コンサルティング
(数万円～数十万円)

１）既存RTC販売
２）RTC受託開発

RTM
SDKライセンス

(数十万円～数百万円)

トレーニング
(数万円～数十万円)

ランタイム
ライセンス

(数十円～数千円)

製品

データロギング・モニタリン
グサービス提供(予定）

(数万円～数千万円)

製品 製品

ビジネスモデル

マーケティング・販売のパートナー募集中！！
お問い合わせ：安藤慶昭 n-ando@aist.go.jp

ロボットOS「RTミドルウェア」
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クラウドソーシング事業及び
ドローン操縦士育成事業会社

skyer 会社概要

【事業概要】
クラウドソーシング事業及びドローン操縦士育成事業

【背景】
現在、ドローンは商用利用が規制されているが、2030年には世界市場で約
12兆円規模、日本国内においてもビジネス用、ホビー用合わせて1000億円
規模に達すると予測されている。(日経BPクリーンテック研究所)

用途としては農林水産業・監視、点検、警備・災害対策、救助・撮影・輸
送・アトラクションなど多岐に渡り、現在行われている作業をドローンで代
替する可能性があり、ハードウェア・ソフトウェア、サービスなど大きな需
要が出てくる。

skyer
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Network Intelligence 



シーズ技術の概要
（Technology）

事業化構想
（Business）

具体的商品と事業：

新規性：

革新性：

社会にもたらす変革：

社会へのインパクト
(Social impact)

事業プラン名：新素材の各種機械特性を迅速に評価できる測
定装置（顕微インデンター）の製造・販売およびその関連事業

事業スケーラビリティー：

今後の技術進化と開発計画
（Technology Road map）

代表者： 名倉義幸（産業技術総合研究所）
協力メンバー：宮島達也（産業技術総合研究所）
連絡先： yoshiyuki-nakura@aist.go.jp

ダイヤモンドの硬さと透光性を活用し、永
年の夢であった接触のミクロな現場を
「その場」で観察する技術

これまでの機械特性の評価試験に対し、

・接触面積と荷重の両方を実測できるため、
厳密解による高精度演算が可能

・接触はミクロな力学物性に直結しており、
硬さ・弾性率（変形のしにくさ）から粘弾性
（ねばねば）まで、一台の装置の守備範囲
が広い

・作製が簡便・容易な微小平面（試験体）
のみで迅速評価が可能

▷数ヶ月のクリープ試験が１日に

材料試験機の市場212億円
（経産省・平成20年）

（１）装置販売事業

（２）CAEにおける物理モデルの妥当性を
検証するための実測データ出力

（３）試料の測定受託とそのデータベース
化事業

微小試験体のみでスクリーニングやミクロ
な変形機構解明が完了
▷新素材開発の時間短縮による

コスト削減・生産性アップ

CAE（計算機シミュレーション等）に向けて
開発材の実測パラメータを提供
▷新素材の信頼性確保による

安心・安全社会の実現

Phase I:
顕微インデンター（HW）の基本モデルと
カスタマイズモデルの製造

Phase II:
次世代インデンターの開発（ナノレベル
の局所領域が評価可能）

Phase III:
集積したデータの運用、加工利用技術、
Industire4.0対応（ポータルの運営）

各種力学物性を短時間かつ高い定量性
で測定評価を実現する装置の核としたビ
ジネスによって、材料に関する構造や特
性など様々な情報を集約、適切に整理
することを可能とし、新素材の設計・開発
期間の短縮を可能とするマテリアルズ・
インフォマティクス分野への付加価値
サービスを提供する事業
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株式会社Pyrenee(ピレネー) 



従来の金属対応タグ

読取り出来ない 読取り出来る

新型金属対応タグ

●従来の金属対応ＲＦＩＤでは、取付けたＲＦＩＤの正面からしか読取りが
できませんでしたが、新型金属対応タグは取付けた金属がアンテナの
一部となり、金属側面･背面からも読取り可能です。

株式会社 フェニックス ソリューション

画期的 新型金属対応RFID（ICタグ）の開発・製造

・RTI（搬送器具）・建築用機材・自動車・自転車・電車
・各種レンタル機材・マンホール・橋・ダム･線路などのインフラ機材
・鉄鋼製品・ボンベ・各種マテハン機器・FA機器 etc ．

●主な管理対象製品

お問合せ先：〒920-0377 石川県金沢市内木町東1414
TEL076-256-2811 FAX076-256-2812
http://www.phoenix-sol.co.jp/

新型金属ＲＦＩＤの仕様（例）

製品名 金属対応広指向性ＩＣタ グ

型番 ＰＭＴ－１Ｗ ＰＭＴ－０６Ｗ

外形寸法 約31x53x5mm 約23x56x5mm

重量 約2.6g 約2.4g

動作周波数 860～950MHｚ

通信プロトコ ル EPCｇlobal Class1 Gen2(ISO/IEC 18000-63)

通信距離 ～１０ｍ

動作温度 -25～+85℃

保存温度 -30～+85℃

仕様は、要件に合わせて検討いたしますので、お気軽に御相談下さい。

◎ EPCglobal Class1 Gen2準拠 (ISO/IEC 18000-63)
通信プロトコルとして広く利用されているEPCglobal Class1 Gen2に
準拠しており、既存のシステムへの代替導入が容易です。

◎ 金属対象物に取り付け可能

読み取りが困難とされる金属対象物に直接取り付け可能です。
また、金属対象物に取り付けても読取距離の低下が殆どありません。
さらに、取り付け反対面からでも読み取りが可能です。 (備考参照)

◎ 優れた読取距離

金属対応タ でありながら、優れた読取距離(最大10m)を実現します。
(環境、及び、ご使用の ーダー出力により異なります)

◎ 屋外使用可能

ケースは防水構造となっています。また、紫外線に強い材質を採用
しているため、屋外での使用にも適しています。
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事業プラン名：インバウンド集客のプラットフォーム「彩虹Go」
（NIJIGO）
代表者：厳 征宇（ゲン セイウ）
会社名：上海霓季信息科技有限公司 (HP: www.nijigo.com)
連絡先：zhengyu@nijigo.com

サービスの概要
インバウンド集客のプラットフォームを目指し、観光・ショッピングO2O
サービスと越境ECを融合した事業です。具体的には、以下3つのカテゴ
リから構成されます。

１）ショッピング情報
・商品情報
・店舗情報
・セール・イベント情報： 一番注力しているコンテンツ
２）観光情報
・レストラン・ホテル情報
・観光名所・交通情報
・旅行プランニングツール: ユーザーが買いたいものや行きたい場所のリ
スト、観光スケジュールを作成できます
３）サービス
・提携先の宿泊施設やレストランの予約
・ショッピング関連サービス: 購入した商品のホテル・空港への配送サー
ビス、来店前の商品予約サービスなど
・越境EC: 来店した外国人観光客と一回きりではなく、継続的な関係を維
持することが可能になります

事業の優位性
１）O2OとECの融合
店舗側は直接にユーザー来店の
促進とネットを通じての販売ができ
るようになります
２）多国語での発信
海外現地リソースを使って、低コス
トで店舗会員に翻訳サポートも提
供します
３）日本の地方を深く発掘
地方の優良観光資源と特産品を
発掘し、世界へ発信します

多様な収益モデル
１）有料店舗会員
店舗側が直接にユーザーに発信
できるプラットフォーム（食べログ
のイメージ）
２）プロモーション費用
店やブランドを取材し、その良いと
ころを特集にして宣伝
３）予約・購入の成功報酬
ホテル、レストラン予約の成功報
酬や越境ECの販売手数料
４）ユーザー嗜好データの分析・販
売

ダウンロードは
こちらから（iOS）

情報
収集 商品情報

越境EC
から購入

加盟店
から直送

リアル店
舗割引

券

ポイント
付与

 



Online

Offline


旅行
プランニング

ショッピング
来店

ポイント 

次の
購入





満足な日本
ショッピング

体験


店舗情報
セール
イベント情報

配達
サービス

ショッピングにおける利用シーン(計画)アプリの画面イメージ

項目 2016.H1 2016.H2 2017 2018

ユーザー数 プロモーショ
ン開始

20万 60万 120万

有料店舗
会員数

数十店舗 500 1,500 4,000

EC取扱高 － － 8億円 40億円

言語 中国語簡体 中国語繁体 英語、
韓国語

状況次第、
言語を追加

三年計画
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チームSoh 



C

外国人のQ&Aを1000通り分析

・幼稚園がいっぱいで入園できない。
何か方法ある？
・どこか英語で部屋を探せるウェブ
サイトはない？
・この地域にジョグングクラブやラ
ンニンググループある？
・英語が話せる歯医者さんある？
・自転車の防犯登録どこでできる？

（一部抜粋）

サービスイメージ

C

特長

スピード 多言語

c

日本を代表するプロダクトを作ります！

これまでの取り組み

Facebookページオープン
Guidable:12000Like!

Guidable for who lives in Japan:start! 

ウェブサイト2月中旬オープン
http://guidable.co
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10年後のビジョン

体験社会のGoogleになる

やりたいこと

自社プロダクトを世界標準にする
完全な仮想現実を作る
日本の未来に貢献する

課題とマイルストーン

ウェブの3DCGは最難関で手軽に扱えない
→2016/03 
従来の5倍簡易に書けるWeb3Dエンジン
「jThree」ベータリリース

Web3Dアプリはスマホアプリよりも高コスト
→2016/04
Web3Dコンテンツを短時間で量産するテンプ
レートエンジン「AMATELUS for B」ベータリ
リース

3Dデータの需要増に供給が追いつかない
→2018/04
著作権を自動解決する3Dデータ共有クラウド
「AssetHub」

子供も老人も自分の体験を伝えたい、遺したい
→2020/04
画像や動画と同じくらい手軽にWeb3Dを生成・
共有するプラットフォーム「AMATELUS for 
C」

2021/08
米国でIPOして得た資金で完全な仮想現実の技術
研究と投資を行う

シリーズBまでのビジネスモデル

営業提案力向上・工期とコスト削減・開発サ
ポートを武器に「AMATELUS for B」の月額
課金で収益を出す
１事業所あたり10~30万円/月程度を想定

シリーズC以降のビジネスモデル

「AMATELUS for C」に投稿される
3D/VRコンテンツ内に広告を表示
バナー広告や冒頭CMが淘汰され広告も作
品の一部となるスタイルが主流になる

松田光秀
CEO 26歳
プログラム歴3年

石井翔
PM 21歳
プログラム歴13年

秋沢一史
PG 20歳
エンジニア歴10年

経営戦略

ゲーム以外のWeb3D/VR市場の開発ソフトと配信インフラを独占する

jThree - http://jthree.io/

従来のウェブ開発市場において世界一のシェア
を誇る「jQuery」と同じ文法でWeb3Dを扱え
るようにした結果、開発効率を5倍以上改善。
Unity以上にスマホブラウザ適性が高い。

・純国産オープンソース
・読み込みと描画が世界最速
・スマホブラウザ対応
・デザイナー向けの文法
・テキストエディタで開発

・3D描画エンジンはjThree
・ドラッグ＆ドロップ対応
・雛形はURLで配布可能
・コンテンツホスティング
・リアルタイム開発サポート

AMATELUS for B - http://amatelus.com/

Web3Dコンテンツの雛形を作成しコンテンツ
を短期で量産する法人向け開発環境。
アプリを使わずQRコードだけで3D/VRコンテ
ンツをスマホユーザーに提供できる。

3DCGの美しさはライト
で決まる。
現世界標準のWeb3Dエン
ジンと比較して80倍以上
のライト描画性能を実現。

スマホブラウザで動画を
3D空間に描画することに

成功。大手テレビ局と
360度動画のHTML5プ

レーヤーを共同開発中。

コンテンツの雛形作成画面

Macbook Proでポイントライト486個・40FPSを実現 Android端末ならカメラの映像と動画のリアルタイム合成も可能

ドラッグ＆ドロップでコンテンツを量産

Web3D描画エンジンが
jThreeなので雛形の開発
が従来の5倍速。雛形が
あること自体でコンテン
ツの生成がさらに5倍速。

ゲーム以外の用途で
Web3Dコンテンツを量産
するケースなら他社環境
の10倍以上の工期短縮・
コスト削減を達成可能。

雛形をURLで配布・納品
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な
っ
て
い
る
．

 

こ
れ
に
よ
り
，
企
業
は
，
育
て
上
げ
た
優
秀
な
人
財
を
，
ど
ち
ら
も
本
位
で
な
く
失
う
こ
と
に
な
る
．
既
に
多
く
の
企

業
は
，
出
産
を
機
に
退
職
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
，
と
に
か
く
早
く
復
帰
し
て
も
ら
う
よ
う
に
，
育
休
か
ら
復
職
し
た

女
性
に
，
ま
た
早
期
復
帰
者
に
は
さ
ら
に
追
加
で
，
補
助
資
金
を
支
払
っ
て
い
る
．
そ
の
よ
う
な
投
資
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
，
労
働
力
不
足
に
陥
り
，
企
業
価
値
も
下
が
る
か
ら
だ
．
し
か
し
，
早
期
復
帰
し
た
く
て
も
子
供
を
預
け
る
保
育
園

が
無
い
女
性
に
対
し
て
，
お
金
は
あ
っ
て
も
援
助
す
る
術
は
企
業
に
は
な
い
．

 
 

子
供
を
預
け
ら
れ
な
い
原
因
は
，
保
育
士
の
不
足
で
あ
る
．
保
育
園
は
あ
る
も
の
の
，
保
育
士
が
い
な
い
た
め
に
，
特

に
認
可
外
保
育
園
で

9
0
人
の
定
員
に
対
し

4
0
人
し
か
児
童
を
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
等
の
運
営
状
況
が
多
く
あ
る
．

2
0
1
3
年
か
ら

2
0
1
4
年
に
か
け
て
，
保
育
園
定
員
数
は

4
7
0
0
0
人
増
加
さ
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
待
機
児
童
数
は

1
3
7
0

人
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
だ
．
認
可
外
保
育
園
は
，
安
価
な
認
可
保
育
園
に
い
つ
転
園
さ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
リ
ス
ク
を
常
に
負
っ
て
お
り
，
児
童
の
入
園
状
況
に
よ
り
柔
軟
に
変
更
で
き
る
非
正
規
雇
用
で
し
か
保
育
士
を

雇
え
ず
保
育
士
が
集
ま
ら
な
い
．
保
育
士
の
離
職
率
は

4
6
 %
と
高
い
．

 

そ
こ
で
，
保
育
園
側
が
需
要
を
予
測
で
き
れ
ば
保
育
士
の
確
保
が
で
き
児
童
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
，
保
育
園
の

需
要
予
測
と
，
産
休
前
か
ら
入
園
確
約
を
と
る
，
女
性
と
認
可
外
保
育
園
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
．
本

シ
ス
テ
ム
は
，
企
業
と
保
育
園
が
予
め
本
シ
ス
テ
ム
の
会
員
に
な
っ
て
お
き
，
企
業
の
女
性
が
産
休
に
入
る
時
点
で
，
女

性
の
希
望
に
あ
っ
た
保
育
園
を
会
員
保
育
園
か
ら
選
択
し
，
優
先
的
に
育
休
終
了
後
の
入
園
を
確
約
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
あ
る
．
企
業
か
ら
一
定
の
登
録
料
を
も
ら
い
，
女
性
に
は
企
業
内
福
利
厚
生
と
し
て
提
供
す
る
．
企
業
は
女
性
が
産
休

を
取
得
す
る
際
に
，
保
育
園
の
需
要
発
生
時
期
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
流
し
，
保
育
園
の
入
園
確
約
を
行
う
．
約

1
年
後

の
入
園
確
約
に
よ
り
，
保
育
園
側
は
保
育
士
を
正
規
雇
用
に
変
更
し
た
り
，
新
た
に
雇
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
．

 
ま
ず
は
，
全
国
に
認
可
外
保
育
園
を
多
く
展
開
し
て
い
る
保
育
事
業
企
業
に
登
録
し
て
も
ら
う
．

 
 

現
在
，
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
企
業
を
通
し
て
保
育
園
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
存
在
し
な
い
．
保
育

園
探
し
は
，
各
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
．
認
可
外
保
育
園
は
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
を
集
め
，
応
募
も

各
人
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
女
性
が

0
歳
児
を
育
児
し
な
が
ら
，
ま
た
働
き
な
が
ら
探
す
こ
と
は
，
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
負
担
が
大
き
い
．
認
可
保
育
園
と
違
い
，
入
園
が
抽
選
や
収
入
に
よ
る
点
数
評
価
で
な
く
，
確
実
で
あ
る
こ
と

が
強
み
で
あ
る
．

 

将
来
的
に
は
，
保
育
士
の
労
働
条
件
改
善
お
よ
び
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
，
保
育
士
の
教
育
・
派
遣
を
し
，
信
用
の

高
い
保
育
園
お
よ
び
保
育
士
の
マ
ス
を
作
り
た
い
．
保
育
士
お
よ
び
保
育
園
の
定
期
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
会
員

登
録
の
判
定
基
準
と
す
る
．
日
本
の
大
き
な
社
会
問
題
は
，
沢
山
の
企
業
の
マ
ス
の
パ
ワ
ー
で
解
消
が
必
要
と
考
え
る
．

 
 

必
要
な
初
期
投
資
は
，
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
設
・
広
報
・
運
営
費
用
，
本
シ
ス
テ
ム
を
周
知
し
会
員
企
業
お
よ

び
保
育
園
を
増
や
す
営
業
・
広
告
人
件
費
で
あ
る
．
企
業
と
保
育
園
へ
の
周
知
に
力
を
お
借
り
し
た
い
．

 

以
上
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
，
女
性
活
躍
を
推
進
し
た
い
企
業
は
大
事
な
人
財
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
，
認
可
外
保
育

園
は
児
童
の
定
員
と
保
育
士
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
結
果
，
待
機
児
童
の
減
少
に
つ
な
が
り
，
女
性

は
い
つ
辞
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
か
と
い
う
心
配
を
払
拭
し
仕
事
を
継
続
で
き
，
活
躍
を
推
進
で
き
る
と
考
え
る
．

 

実
は
，
私
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
の

N
さ
ん
は
，
復
職
し
た
も
の
の
潜
在
待
機
児
童
を
か
か
え
不
安
な
気
持
ち
で

日
々
仕
事
を
し
て
い
る
．
会
社
に
相
談
し
て
も
「
頑
張
っ
て
見
つ
け
て
」
と
し
か
言
わ
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
．
会
社
は
お

金
は
あ
っ
て
も
な
す
術
が
な
く
そ
れ
以
上
言
え
な
い
の
で
あ
る
．
私
は

N
さ
ん
が

1
年
後
に
不
本
意
に
退
職
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
，
早
急
に
本
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
運
用
開
始
し
，
一
刻
も
早
く
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
．
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ビジネスモデル

ガイ ド 報酬

サービス提供サービス提供

料金支払

1 2

ガイ ド さ れたい

日本人 訪日外国人
国際交流し たい ガイ ド さ れたい

マッ チング 
手数料

T O M O D A C H I G u id e

「 一緒に楽し む」 感動体験

1 3

私自慢の 
ローカ ルツアー

自宅に招いて  
ホームディ ナー

e tc .

地元なら ではの 
居酒屋体験

もてなす！ 

遊び仲間！ 

要望実現！

訪日外国人旅行者と国際交流を望む日本人をマッチングし

「一緒に楽しむ体験（share experience）」を実現

大学生が 
H u b

お坊さ ん

農家さ ん

料理人さ ん

伝統職人さ ん

大学生×◯◯な人たちと  
バリ エーショ ン豊かに

訪日外国人旅行者向け ガイドマッチングプラットフォーム

Huber.「TOMODACHI GUIDE」

世界中の人たちを友だちにする
新感覚ペアガイドマッチングサービス

株式会社Huber. 
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Gochiso 
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Qurate Inc. 
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